
選択必修分野 衛 3-13 

科目名：手話 選必 
1 単位 

（45 時間） 

（Sign Language） 

 履修年次/時期：3 年次 後期 授業形態：講義・演習 

主担当教員：山本恵三子 

      手話通訳士資格、手話奉仕員養成指導者資格、手話通訳者養成指導者資格 

これまでの通訳及び指導経験を活かし、ろう講師と共に「聞こえない人と繋がる、伝わる」を具体的にお

伝えします。 

担当教員：相楽桃代                           

学修目的 聴覚障害に関する正しい理解を深め、聞こえない人とのコミュニケーション方法や必要な配慮について学ぶ。手話言語

学習において前半は日常生活会話、後半は職場で聞こえない患者さまと意思疎通を図るための手話を学ぶ。 

この教科では、手話言語の習得と共に、合理的配慮の実践や共生社会の実現に向けての担い手として社会に貢献できる

衛生士を養成する。 

CP:手話を第一言語とする聴覚障害者（ろう者）から手話言語を学びます。また、聴覚障害者への正しい理解を深める

ために、障害当事者の立場から講義をしていただきます。                    

CP１，４，５，６に関連する。科目 No. S3D15S13 

この科目

が目的と

している

DP 

１．医療専門職としての

倫理観を有する。 

（１）生命の尊厳を基盤とし、医療における倫理観を有する。   

（２）医療専門職として礼節を重んじ品格を備える。   
２．医療専門職として健

康問題の発見と課題に取

り組む能力を有する。 

（１）教養と考える力を身につけ、主体的に課題解決に取り組む能力を有する。   
（２）専門的知識や技術を修得し、人びとの健康に寄与できる能力を有する。   

（３）社会の動向に関心をもち、学び続ける力を有する。 〇 

３．口腔の健康支援を通

し、全身の健康を守る高

度な専門的能力を有す

る。 

（１）多様な価値観を持った人びとを理解し、人間関係を築く能力を有する。 ◎ 

（２）優しさに溢れる歯科衛生士として地域社会に貢献する能力を有する。 〇 

（３）歯科衛生士としての役割と責任を自覚し、多職種と協働できる能力を有する。 〇 

◎： この講義・演習・実習と最も関連がある DP 

○： この講義・演習・実習と関連がある DP 

到達目標 ① 聴覚障害に関する正しい理解を持ち、必要な配慮について自ら考えることができる。 

② 手話言語で、自己紹介や基本的な日常会話ができる。 

③ 聴覚障害がある講師と手話言語で会話ができる。 

④ 聴覚に障害がある患者さまが安心できるような配慮及び環境整備ができる。 

授業概要 あいさつや自己紹介などの日常会話から、歯科衛生士として業務を行うために必要な専門用語の手話表現、聞こえない

人へのマナーまでを修得する。楽しく学びながら、人間理解を深め、コミュニケーション能力を向上させることで、歯

科衛生士としてのスキルアップを実践する。 

評価方法 修了試験…実技・手話スピーチ等（70％）、課題、授業への参加度 30％） 

試験のフィードバックは、試験終了後の時間内で行う。 

予習・ 

復習時間 

【予習】1.1 時間 毎回出される課題について、次回の授業で発表またはレポートを提出する。 

【復習】1.1 時間 学んだ手話単語等を復習する。 



 

教科書 講師が準備、作成する教材を使用する。 

模擬指導では提示した参考書を使用する。 

参考書 やってみよう！手話で簡単コミュニケーション（口腔保健協会）4.000 円＋税 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 

連絡先 

eimy.besu@gmail.com 

 

 



選択必修分野 衛 3-13 

実施回 授業計画 予習・復習・キーワード 担当 

1（9/ 8） 講義「聴覚障害について」 

  「デフリンピックについて」 

学習／あいさつ、名前、指文字 

   尋ね合ってみましょう 

復習／講義の感想文、 

手話単語、指文字 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

2（9/22） 

 

講義「コミュニケーションの方法」 

学習／家族を紹介しましょう 

   数詞の表現を覚えましょう 

   尋ね合ってみましょう 

復習／講義の感想文、手話単語 

家族紹介、数詞、誕生日 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

3（9/29） 講義「手話について」 

学習／趣味について話しましょう 

   尋ね合ってみましょう 

復習／講義の感想文、手話単語 

   疑問詞（尋ねる）の手話 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

4（10/6） 講義「聴覚障害者の暮らし・災害」 

学習／住所、交通手段、公共施設 

 尋ね合ってみましょう 

復習／講義の感想文、手話単語〇〇へ行

く方法 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

5（11/7） 

 ５・６ 

講義「聞こえない人が一緒にいるということ」 

  「合理的配慮について」 

学習／１～４回の復習 

病気について話しましょう 

復習／講義の感想文、手話単語 

   仕事の紹介 

予習／歯科での会話を想像して書き出し

てくる 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

6（11/7） 

５・６ 

病気について話しましょう医療場面

での会話（１） 

    受付、問診、薬、その他 

復習／手話単語 

  医療に関する会話（疑問詞） 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

7（11/17） 学習／医療場面での会話（２） 

    主訴、診察、所見、治療 

復習／医療に関する手話 

予習／歯科での会話を想像して書き出し

てくる 

   現場で必要な配慮について考えて

くる 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

8（12/8） 

 

講義「医療場面での留意点」 

歯科医療場面「模擬」① 

復習／講義の感想文手話単語 

   模擬の学びをまとめる 

 

講義・演

習 

相楽 



 

〇山本 

9（12/15） 

９・10 

歯科医療場面「模擬」② 復習／手話単語 

   模擬の学びをまとめる 

 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

10（12/15） 

  ９・10 

歯科医療場面「模擬」③ 

 

 

復習／手話単語 

   模擬の学びをまとめる 

予習／試験対策（単語、疑問詞） 

講義・演

習 

相楽 

〇山本 

11（12／22） 手話学習のまとめ 

試験 

 講義・演

習 

相楽 

〇山本 


